
健育会グループ　第8回TQM活動発表セミナー　演題⑦

名

分

回 ％

活 動 状 況

平成25年6月～12月 平均会合時間 60

会合回数 13 平均会合出席率 85

参考にしたグルー

プ内の過去の事例

施設名：　ケアポート板橋　　／　演題名：　介護技術向上におけるご利用者の重度化予防

チ ー ム の 名 称 ｓpecialist（スペシャリスト）

リーダー名（職種） 今田　圭介　（介護士）

チ ー ム の 人 数 12

改 善 の 指 標 と

そ の 目 標 値

（指標）ご利用者に正しくポジショニングができる職員の割合　（目標値）　100％

※実技テストで合格する事と、知識テストで80点以上とれば、『できる』と認定

実 施 し た 対 策

①ポジショニングが出来ているか確認項目を挙げたチェックリストを使用

②フロア会議にて知識、技術の確認を行う③知識テスト・勉強会の実施

④ポジショニングプロジェクトの開催（2ヶ月に１回）

⑤スペシャリストは黄色の職員証ケースに変更⑥職員・ご家族より物品（バスタオル）の寄付を募る

等

改善指標の、対策

実施前後の変化

ご利用者に正しくポジショニングができる職員の割合　　　　　※スペシャリスト（指導者レベル）は

（実施前）43％　　【内スペシャリスト（指導者レベル）10％】　　知識テスト90点以上とり、人に指導が

（実施後）100％　【内スペシャリスト（指導者レベル）18％】　　できる人

活 動 の 種 類 質・安全・能率・CS・モラール・コスト 取 り 組 み 種 別 問 題 解 決 型 ・ 課 題 達 成 型

改善しようとした問

題 課 題

拘縮があるご利用者に対して、拘縮予防・緩和させる為、平成24年度よりポジショニングの第一人

者、田中義行PTの外部研修に参加し、正しいポジショニングの知識・技術を学ぶ。関節の可動域が

広がった等、ご利用者に良い変化がみられた。今年度も継続して取り組む事になった。

演 題 名 介護技術向上におけるご利用者の重度化予防

施 設 名 ケアポート板橋　特養・SS部門 発 表 者 稲垣　卓美　(介護福祉士)
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